
          6 学年（2 組）  算数科学習指導案 

日 時：平成 18年 10月 18日（水）第 5校時 
場 所：大垣市立青墓小学校 3階 6年 1､2組 
授業者：吉安 澄子、朝日美矢子 
   （等質：少人数指導） 

１、単元名  「分数と整数のかけ算・わり算」 

 
２、単元について 

（１）教材観 
  「分数」については、初めて 4 年生で学び、分母や分子の意味を知った上で、１／２や１／３、･･･

などの単位分数をもとにして○こ分を、分数○／２、○／３、･･･として表せることが分かった。また、

真分数、仮分数、帯分数の３種類に分類できることも学習し、それらのいろいろな分数を数直線上に表

したり、１ℓますなどの面積図に表したりして、視覚的にも「分数」という数の世界を理解してきた。 
  5 年生では、使用する数字は違っても、大きさの等しい分数があることを知り、数直線上で大きさの

等しい分数を見つけたり、大小関係を調べたり、同分母の加減計算の計算原理を理解し、計算すること

ができた。 
  6 年生では、1 学期に分母・分子に同じ数をかけたり、同じ数でわったりして、大きさの等しい分数

を計算で求めることを学んだ。また、異分母分数の大小比較や加減計算においては、通分することで分

母をそろえ、求めることができた。 
  さらに、2 学期では、分数×整数、分数÷整数の計算が、単位分数をもとにしてそのいくつ分として

考えたり、大きさの等しい分数を利用したりして計算し、計算方法をまとめ、どんな分数×整数、分数

÷整数の計算もできるように一般化していく。計算の途中で約分できるものは、全て約分をしてから答

えを出していくことも学び、速く簡単に計算できるようにしていきたい。 
（２）単元にかかわる児童の実態（男子 2１名、女子 1７名；少人数学級で 2クラスに別れて指導） 
  前年度の 5年生までは、各クラスで担任中心に算数を学習してきた。今年度 6年生からは、少人数指

導を進めることになり、6 年生は、１クラスを２つに分け、1 学期から等質で少人数指導をしてきてい

る。等質ということで、クラス８つの班を２つに分け、担任と少人数指導担当の 2人の教師が、４つの

班を単元毎に交互に受け持ち指導してきた。 
  分数に関わる問題（1学期学んだ内容を中心に）を行い、実態調査をした結果、（9月２２日実施） 
 「３／５は、１／５を 3 個集めた数」は９７％で、「４／７は、１／７を 4個集めた数」は９４％で、

「単位分数の何個分」という考え方はほぼ定着している。しかし、大きさの等しい分数をつくるときに、

分母・分子に同じ数をかけたり、同じ数でわったりすることが、６８％しかできていない。また。既約

分数にする時も、８４％の正解率であり、まだ約分ができたり、分子だけをわっていたりしている児童

がいる。 
  このように、まだ、大きさの等しい分数の作り方や、既約分数の出し方が不十分なため、復習をする

ことで思い出させ、定着を図ってから、本単元に入っていきたいと思う。 
  本単元では、分数×整数、分数÷整数の計算を単位分数のいくつ分になるかという考えをもとにして

乗法、除法の計算ができるようにしていきたい。さらに、計算の途中で約分ができる場合は、先に約分して

から答えを出すほうが、計算が簡単で速くできることに気付かせ、計算させていきたい。 



３、本時の指導にあたって ＜研究主題とのかかわり＞ 

 
 
 
 
 
 
 本時では、分数÷整数の第 2時である。前時に行った除法では、分子４が除数２でわりきれたが、本時

では、分子の４は同じだが、除数は３となり、分子を除数ではわりきれなくなる。そこで、４／５÷３の

計算を、既習の考えを使い計算できるようになることが、ここでのポイントとなる。前時の学習をもとに、

分子４を３でわりきれるようにできないか考えさせていく、その段階が、研究の重点①「ねらいにせまる

算数的活動のあり方」であり、「分母・分子に同じ数をかけても、分数の大きさは変わらない」ことを思

い起こさせ、分母・分子に３をかける。そして、被除数の大きさが変わらないことを押さえるとともに、

分子が除数の倍数になることにも気付かせ、分子を除数でわりきれる計算ができるようにしていきたい。 
 この計算方法から、結果的に分母に除数３をかけることになることを理解させたい。このことは、面積

図をもとにして確認させたい。さらに前時の分子を除数でわりきれる４／５÷２の計算も、同様に分母に

除数２をかければ、答えが求められることを同じく面積図で確認させたい。そして、分数÷整数の計算は、

どんな場合でも、分子はそのままで、分母に除数の整数をかければよいということを分からせ、一般化し

て使えるようにしていきたいと考える。 
 
４、単元の目標 

 （１）分数に整数をかけたり、分数を整数でわったりする計算のしかたを理解し、計算の能力を一層伸

ばそうとする意欲を持つ。 
 （２）分数×整数の計算原理や方法について理解し、 立式したり、計算したりすることができる。 
 （３）分数÷整数の計算原理や方法について理解し、 立式したり、計算したりすることができる。 
 （４）分数の乗法や除法の途中で約分する方法を理解する。 
 
５、単元指導計画  （全 6 時間） 

小  
単

元  
時  ねらい 学   習   活   動 評価規準 

分

数

×

整

数  
１

分数に整数をか

ける乗法の意味

と計算原理や方

法について理解

し、立式したり、

計算したりする

ことができる。  

            
ケーキを 1 個つくるのに  ℓの牛乳を使います。このケーキ

を 3 個つくるのに、牛乳は何ℓいるでしょう。              

・ケーキ 3 個をつくるための牛乳の量を求める式を書く。  
分数に整数をかける計算のしかたを考えよう。  

 ２  

７  
 分数に整数をかける計算では、分母はそのままで、分子に  
その整数をかける。   ×□＝  
  

考え 分数×整数の

計算のしかたを分数

や乗法の意味をもと

にして考える。  
表現 分数×整数の

立式や計算ができる。 
知理 分数×整数の

意味と計算原理や方

法がわかる。  

  【大垣市の小学校算数科研究テーマ】 
研究テーマ   学ぶ楽しさと充実感を味わう算数教育の創造 
研究の重点   ①ねらいにせまる算数的活動のあり方 

         ②基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る指導法の工夫 

 

２ 

７ 

△
○ 

□ 
×

○ 

△ 

・  ×３の計算のしかたを考える。  



２

分数×整数で、途

中で約分する方

法を理解し、計算

ができる。  

５  
12 

・自分の考えで計算する。  
・考え方を交流し、簡単な方法を見つける。  
 

  

分数×整数で約分ができる場合の計算のしかたを考えよう。  

分数の計算では、途中で約分すると計算が簡単になる。  

表現 約分のある分

数×整数の計算がで

きる。  
知理 約分のある分

数×整数のしかたが

わかる。  

３

分数を整数でわ

る除法の意味と

計算原理や方法

について理解し、

立式したり、計算

したりすること

ができる。  

・１人分のジュースの量を求める式を書く。  

 ４  
 ５   

４  
５  
でしょう。  

分数÷整数の計算のしかたを考えよう。  

分数÷整数で、分子がわる数でわれる時は、分子だけをその

整数でわればよい。  

考え 分数÷整数の

計算のしかたを分数

や除法の意味をもと

にして考える。  
表現 分数÷整数の

立式や計算ができる。 
知理 分数÷整数の

意味と計算原理や方

法がわかる。  

４

 
本

時

分数÷整数で、被

除数の分子が除

数でわりきれな

い場合の計算原

理や方法を理解

し、計算すること

ができる。  
 

・１人分のジュースの量を求める式を書く。  
 ４  
 ５  

・計算方法をまとめる。   

４  
５  
でしょう。  

分子がわる数でわりきれないときの分数÷整数の計算のしかたを

考えよう。  

分数を整数でわる計算では、分子はそのままで、分母にその

整数をかければよい。  
             ÷□＝     

表現 分数÷整数の

計算方法をまとめる

ことができる。  
知理 分数÷整数で、

被除数の分子が除数

でわりきれない場合

の計算原理や方法が

わかる。  
 

分

数

÷

整

数  

５

分数÷整数の計

算で、途中で約分

する方法を理解

し、計算できる。 
・約分を途中にするのか、最後にするのかを考える。   

４  
５  

分数÷整数の計算で、約分のしかたを考えよう。  

分数×整数で約分したように、途中で約分してからかけたほうが

簡単に計算できる。  

表現 約分のある分

数÷整数の計算がで

きる。  
知理 約分のある分

数÷整数の計算のし

かたがわかる。  

練

習  
・  
ま

と

め

よ

う  

６

練習問題やまと

めの問題を解き、

分数と整数のか

け算・わり算の問

題に慣れ、計算の

習熟を図る。  

約分のある分数×整数の適用  
 

約分のある分数÷整数の適用  
 

分数×整数、分数÷整数の理解  
 

分数×整数、分数÷整数の計算  
 

考え 分数×整数、分

数÷整数の計算のし

かたがわかる。  
表現 分数×整数、分

数÷整数の計算がで

きる。  
知理 題意にしたが

って、立式できる。  
関心 問題に意欲的

に取り組む。   

 
 

×６の計算のしかたを考えよう。  

ℓのジュースを、２人で等分します。1人分は何ℓになる  

・   ÷２の計算方法を考える。  

・計算方法をまとめる。  

ℓのジュースを、３人で等分します。1人分は何ℓになる  

・  ÷３の計算方法を考える。  

÷６の計算のしかたを考えよう。  

 △  
○×□  

△  
○  



６、本時のねらい （４／６） 

 分数÷整数で、被除数の分子が除数でわりきれない場合の計算原理や方法を理解し、計算することができる。 
 ＜人権・同和教育の観点＞ 
 わられる数に、大きさの等しい分数を使えば、どんなわる数（整数）でもわれることが分かり、式変形すれば、「分子を

そのままで、分母にわる数をかければよい。」という、根拠にもとづいた合理的な考え方を育てる。（認識力） 

７、本時の展開 

段

階  学   習   活   動 指 導・援 助・評 価 

か  
 
む  
 
 
 
 
 
／  
考  
 
え  
 
る  
 
 
 
 
 
 
／  
深  
 
め  
 
る  
／  
ま  
と

め

る  

１、問題をつかむ。 
 ４  
 ５ 

 ・一人分のジュースを求める式を書く。 
    ４ 
    ５ 
 ・前時の考えを使うと、分子４をわる数３でわりきれないことに気付く。  

２、課題をつかむ。 
分子がわる数でわりきれないときの分数÷整数の計算のしかたを  

考えよう。  

３、自分の考えを持つ。 
 ・ の大きさを変えないで、分子が３でわりきれる分数になおして考える。 

  ４  ４×３        
  ５  ５×３   
     12 
     15 
  12     12÷３   ４ 
  15      15    15 
        4  
        15 
・面積図で答えを導く。 

 
４、考え方の交流をする。 
 ・隣同士で（式から、面積図から） 
 ・全体で 

 答えが、どの方法も  になることから 答えは、   ℓ 

                      
 ・前時の問題も  ÷２＝     として計算できる。  

５、学習のまとめをする。  
分数を整数でわる計算では、分子はそのままで、分母にその整数をかけ

ればよい。           ÷□＝  

６、練習問題（Ｐ7鉛筆２）に取り組む。 
７、今日の反省をする。 

 
 
 
 
 

   
   
   
   
   

・前時の問題とは、被除数４／５は同

じでも、除数３が違うことを確認さ

せる。  

・前時に使った数直線図や面積図を掲

示し、考えの参考にさせる。  

・前時とは違い、分子４を除数３では

わりきれないことに気付かせ、前時

とは、同様に解くことができないこ

とを知る。  

・実際に下記のように解いてみる。  

４÷３   1.333･･･ 
 ５     ５ 

・面積図を用意し、必要な児童に配り、

考えの手立てとする。  

・面積図からも考えを導き、式変形へ

とつないでいく。  

・式変形をする大切さ（よさ）から、

学習のまとめを導く。  

 ４     ４×３   
 ５     ５×３ 
       ４×３÷３ 
        ５×３ 
        ４ 
       ５×３ 
       ４ 
       15 

・学習のまとめを生かして、問題が解

けることを確かめる。  

評価：式または面積図で考えた

方法で答えを導き、分数÷整数

の計算のしかたが分かり、計算

できる。  

ℓのジュースを、３人で等分します。1人分は何ℓになるでしょう。 

÷３ 

＝  

４  
15 

 ４ 
 ５ 

＝  

＝  

÷３＝ 

＝  

 ４ 
 15 

÷３＝ ÷３ 

＝  

＝  

＝  

分母・分子に３をかければ分子が３でわりき

れる分数（３の倍数）になる。 

４     ４ 
５    ５×２ 

12 
15 

と計算しなくてもよいことを後で知らせる。    

 
 

１ℓ １ℓ 

 １ 
15 

 ４ 
15 

△  
○  

 △  
○×□  

0  1  2   3 （人） 

 
面積図を縦に３等分することと、

式の分母・分子に３をかけることを

結んで説明する。  



 


